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各支部総会・懇親会のお知らせ
　今年も各支部にて、総会・懇親会が開催されます。
札幌で行われる懇親会に都合で参加できない方、地
方であれば参加しやすい方は是非お越しください。
　もちろん、札幌の懇親会に出席を予定されている
方も大歓迎です。

運
び
い
た
だ
け
る
も
の
と
大
い
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
開
学

三
十
周
年
記
念
の
際
に
も
合
同
開

催
を
試
み
多
く
の
参
加
を
得
ま
し

た
。
今
回
は
、
今
ま
で
以
上
の
多

く
の
恩
師
の
先
生
方
、
職
員
の

方
々
へ
の
案
内
を
お
届
け
し
て
お

り
ま
す
。
当
日
は
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
さ
ら
に
多
く
の
会
員
の
皆
様

に
是
非
と
も
お
集
ま
り
い
た
だ
き

た
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
懇
親
会
に
先
立
ち
ま
し

て
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

が
、
同
窓
会
活
動
の
充
実
は
、
会

員
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
結
集
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
皆
様

の
貴
重
な
ご
意
見
を
、
同
窓
会
活

動
の
活
力
に
し
て
絆
を
深
め
ま
し

ょ
う
。
皆
様
の
多
数
の
ご
出
席
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
大
学
開
学
五
十
周
年

記
念
式
典
が
、
同
日
午
後
二
時
か

ら
大
学
図
書
館
棟
四
階
で
挙
行
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
記
念
式
典
終
了
後
は
、

チ
ャ
ペ
ル
に
て
新
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
の
お
披
露
目
演
奏
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
演
奏
終
了
後
、
午

後
四
時
に
祝
賀
会
会
場
（
札
幌

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）
行
き
貸
切
バ
ス

を
用
意
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

同
封
の
葉
書
に
乗
車
の
有
無
を
記

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
で
は
、
皆
様
、
会
場
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
！

　
会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
恒
例
の
総
会
案
内
を
兼
ね
ま
し

て
、
大
谷
地
だ
よ
り
第
六
十
六
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

一
九
六
二
年
に
開
学
し
た
北
星
学

園
大
学
が
、
今
年
で
五
十
年
の
区

切
り
の
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

【
短
期
大
学
部
（
女
子
短
期
大
学

を
通
じ
て
）
は
六
十
一
年
、
学
校

法
人
北
星
学
園
は
一
二
五
周
年
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。】

　
そ
こ
で
、
今
年
の
同
窓
会
懇
親

会
は
、
大
学
開
学
五
十
周
年
記
念

祝
賀
会
と
合
同
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
現
職
教
職
員
が
同
じ
会

場
に
集
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
か

ら
ご
案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま

す
退
職
教
職
員
の
方
々
も
大
勢
お

が
、
そ
の
向
か
い
が
北
星
の
女
子

学
生
専
用
の
「
静
学
寮
」
で
、
夜

遅
く
た
ば
こ
を
吸
い
に
ベ
ラ
ン
ダ

に
出
る
と
、
学
生
が
タ
ク
シ
ー
で

帰
宅
す
る
様
子
が
よ
く
見
え
ま
し

た
。
六
月
に
な
る
と
大
谷
地
の
森

に
カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、

と
き
に
は
キ
ジ
や
キ
タ
キ
ツ
ネ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

そ
の
後
縁
あ
っ
て
大
谷
地
団
地
内

の
山
崎
保
興
元
学
長
の
お
宅
を
お

借
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
開
学
当

初
の
苦
労
話
を
聞
く
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
冬
季
に
除
雪
が
行
わ

れ
ず
、
わ
ず
か
数
百
メ
ー
ト
ル
先

の
大
学
ま
で
四
十
分
か
か
っ
た
と

の
話
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
一
九
八
五
年
に
現
在
の
平
岡

に
転
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
山
崎
先
生
以
外
に
当
時
北

野
・
大
谷
地
界
隈
に
在
住
し
て
い

た
教
職
員
の
皆
さ
ん
（
永
田
勝
彦

先
生
、
原
田
和
幸
先
生
、
小
野
寺

万
寿
郎
先
生
、
松
井
二
郎
先
生
、

笹
川
紀
勝
先
生
、
大
津
忠
行
さ
ん
）

と
の
充
実
し
た
交
わ
り
が
私
の
生

き
る
方
向
を
定
め
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

　
私
の
実
感
で
は
、
一
九
八
七
年

に
経
済
学
部
に
経
営
情
報
学
科
が

増
設
さ
れ
、
現
在
の
大
学
会
館
と

第
一
研
究
棟
が
完
成
し
た
こ
ろ
か

ら
大
学
は
経
営
的
に
安
定
し
、
名

実
と
も
に
北
海
道
を
代
表
す
る
私

学
の
一
つ
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
大
学
院
研
究
科
の
設
置

（
一
九
九
二
年
以
降
三
研
究
科
設

置
）、
社
会
福
祉
学
部
（
一
九
九
六

年
）、
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
及
び
経
済
法
学
科

増
設
、
女
子
短
期
大
学
の
短
期
大

学
部
へ
の
改
組（
二
〇
〇
二
年
）
を

経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
大
学
の
将

来
を
巡
る
厳
し
い
議
論
が
一
つ
の

転
換
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
と
の
思
い
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
は
大
学
設
立
世
代
の
精
神

の
継
承
と
批
判
と
が
行
わ
れ
、
そ

の
末
席
に
私
が
連
な
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
少
子
化
の
進

行
と
大
学
進
学
率
の
上
昇
に
よ
っ

て
、
国
公
私
立
を
問
わ
ず
大
学
経

営
は
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、

五
十
年
前
に
困
難
な
状
況
の
中
で

大
学
を
開
い
た
人
々
の
理
想
を
受

け
継
ぎ
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を

渡
し
て
、
開
学
一
〇
〇
周
年
を
展

望
で
き
る
よ
う
同
窓
生
の
皆
様
の

ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
、
い
つ
も
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
の
八
月
か
ら
学

長
と
な
っ
た
田
村
で
す
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
今
年
は
大

学
開
設
五
十
周
年
を
迎
え
る
節
目

の
年
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
記

念
行
事
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

す
で
に
六
月
十
六
日（
土
）
と
六
月

三
十
日（
土
）
に
は
、
澤
地
久
枝
氏

と
大
江
健
三
郎
氏
を
お
招
き
し
て

記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
盛
況
の
う
ち
に
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
本
学
の
カ
ラ

ー
に
ふ
さ
わ
し
い
格
調
高
い
講
演

会
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

快
く
講
師
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ

っ
た
お
二
人
の
先
生
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
特
に
大
江
氏
は
、
フ

ラ
ン
ス
行
き
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

く
だ
さ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
感
激
し
て
い
ま
す
。
十

月
五
日（
金
）
か
ら
は
四
回
に
及
ぶ

記
念
公
開
講
座
が
開
か
れ
、
ま
た

十
月
十
三
日
に
は
記
念
式
典
（
本

学
）
と
祝
賀
会（
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
ど
う
か
皆

様
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
私
は
、
一
九
八
一
年
四
月
に
経

済
学
部
経
済
学
科
専
任
講
師
と
し

て
着
任
し
ま
し
た
。
今
か
ら
三
十

一
年
も
前
の
こ
と
で
、
時
の
流
れ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
当
時
地
下

鉄
は
白
石
ま
で
で
、
最
初
そ
こ
か

ら
タ
ク
シ
ー
で
大
学
に
来
ま
し
た
。

南
郷
通
を
進
ん
で
く
る
と
次
第
に

さ
び
し
く
な
り
、
こ
の
先
本
当
に

大
学
が
あ
る
の
か
一
瞬
不
安
に
な

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
大

学
の
紹
介
で
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
北

野
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
た
の
で
す

　
八
月
二
十
五
日
（
土
）
に

行
わ
れ
ま
す
。
総
会
・
懇
親

会
と
も
会
場
は
、「
い
か
清
」

（
TEL
〇
一
三
八
￨
五
四
￨

一
九
一
九
）
で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
畑
中
さ
ん
（
八
雲

ユ
ー
ラ
ッ
プ
医
院
　
〇
一
三

七
￨
六
二
￨
二
八
七
八
）
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
九
月
一
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会
と

も
会
場
は
、「
ロ
ワ
ジ
ー
ル

ホ
テ
ル
旭
川
」（
TEL
〇
一
六
六

￨
二
五
￨
八
八
一
一
）で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
上
杉
さ
ん

（
〇
一
六
六
￨
五
三
￨
三
五

一
五
）
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
九
月
二
日
（
日
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会
と

も
会
場
は
、「
ホ
テ
ル
黒
部

（
TEL
〇
一
五
七
￨
二
三
￨
二

二
五
一
）」
で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
見
支
部
の
関
口
さ
ん
（
○職 

〇
一
五
七
￨
三
三
￨
一
七

四
二
）
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
九
月
八
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会
と

も
会
場
は
、「
釧
路
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
」（
TEL
〇
一
五
四

￨
四
三
￨
二
一
一
一
）で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

釧
路
支
部
の
横
田
さ
ん
（
釧

路
市
東
部
北
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
〇
一
五
四
￨
四
二

￨
〇
六
〇
〇
）
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
九
月
九
日
（
日
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会
と

も
会
場
は
、
未
定
で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
樋
渡
さ
ん
（
〇
一

五
五
￨
四
九
￨
二
八
〇
〇
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
十
一
月
十
日
（
土
）
に
行

わ
れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会

と
も
会
場
は
、「
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ザ
新
宿
」

（
TEL
〇
三
￨
三
三
七
五
￨
三

二
一
一
）
で
す
。
時
間
は

午
後
三
時
か
ら
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
相
馬
さ
ん
（
〇
三

￨
六
六
六
六
￨
〇
八
二
一
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
一
日
（
土
）
に
行

わ
れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会

と
も
会
場
は
、
未
定
で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
二
ツ
川
さ
ん

（
〇
一
二
三
￨
二
四
￨
八
二

四
二
）
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

卒
業
生
が
支
え
た
学
校

　
　
大
学
開
学
五
十
周
年
を
共
に
祝
い
ま
し
ょ
う

学
　
長

　�

田
村
　
信
一

総
会
・
懇
親
会 

兼 

大
学
開
学
50
周
年
記
念
祝
賀
会
の
ご
案
内 

　
今
年
の
同
窓
会
懇
親
会
は
、
大
学

開
学
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
と
合
同

開
催
し
ま
す
。（
同
日
開
催
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
込
み
は
同
封
の
「
葉

書
一
枚
」
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

開
学
五
十
年
を
迎
え
て

● 

函
館
支
部

● 

旭
川
支
部

● 

北
見
支
部

● 

釧
路
支
部

● 

帯
広
支
部

● 

東
京
支
部

● 

千
歳
支
部
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大
学
開
学
50
周
年
に
あ
た
っ
て

し
た
が
二
十
代
の
若
さ
で
突
っ
走

り
ま
し
た
。
特
に
、
学
生
に
と
っ

て
は
鬼
門
の
経
済
統
計
学
は
必
修

で
あ
っ
た
た
め
に
旧
校
舎
で
一
番

大
き
い
教
室
で
講
義
を
し
ま
し
た

が
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
数
式
展

開
な
ど
で
随
分
悩
ま
せ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
練
習
問
題
な
ど
や
っ
て

で
き
る
だ
け
数
式
が
持
っ
て
い
る

意
味
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
努

め
ま
し
た
が
だ
い
ぶ
不
合
格
と
な

り
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

当
時
三
、四
年
生
の
ゼ
ミ
で
は
他

の
ゼ
ミ
と
違
い
合
同
で
二
講
時
続

け
て
行
い
時
に
は
七
時
頃
ま
で
や

り
ま
し
た
が
、
学
生
た
ち
の
熱
心

さ
に
は
大
い
に
勇
気
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ゼ
ミ
で
は
勉
強
だ
け
で
は

な
く
、
体
育
祭
に
も
積
極
的
に
参

加
し
大
谷
地
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周

囲
を
コ
ー
ス
と
し
た
マ
ラ
ソ
ン
競

技
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
同
窓
会
長

賞
を
頂
い
た
こ
と
は
良
い
思
い
出

と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
義
、
ゼ
ミ

を
通
じ
て
み
る
北
星
の
学
生
気
質

は
バ
ン
カ
ラ
で
は
な
く
幾
分
お
と

な
し
く
見
え
る
が
、
芯
が
強
く
真

面
目
で
、
誠
実
で
あ
る
と
常
々
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
北
星
の

同
窓
生
が
社
会
で
広
く
活
躍
し
、

信
頼
を
得
て
い
る
ひ
と
つ
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
十
八
歳
人
口
の
五
〇
％

以
上
が
大
学
に
い
く
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
時
代
に
入
っ
て
お
り
全
国
の
大

学
に
お
い
て
、
教
育
の
質
の
保
証

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
北
星
学
園
大
学
に
お
い
て
も

今
後
の
大
学
の
発
展
を
視
野
に
入

れ
た
教
育
改
革
は
喫
緊
の
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
今
ま
で

に
他
大
学
に
先
駆
け
て
社
会
福
祉

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
に
よ
り
卒
業
生

を
中
心
に
時
宜
に
か
な
っ
た
テ
ー

マ
に
よ
り
研
修
を
行
っ
た
り
、
社

会
の
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
い
情
報
処
理
教

育
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

五
十
周
年
を
機
に
新
た
な
教
育
改

革
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
第
一
に

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
な
ど
を
利

用
し
た
体
系
的
教
育
課
程
の
編
成
、

第
二
に
す
で
に
行
っ
て
き
て
い
ま

し
た
が
履
修
単
位
上
限
と
き
め
細

か
い
履
修
指
導
の
徹
底
、
第
三
に

Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
に
よ
る
厳
格
な
成
績

評
価
の
導
入
、
第
四
に
正
課
教
育

で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
の
必
修

化
、
第
五
に
ｅ­

―
ラ
ー
ニ
ン
グ
教

育
体
制
の
整
備
・
推
進
、
第
六
に
、

現
在
行
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

　
北
星
学
園
大
学
が
生
ま
れ
て

五
十
年
を
迎
え
た
こ
と
を
学
生
、

教
職
員
、
父
兄
、
同
窓
会
等
大
学

関
係
者
と
共
に
祝
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
一
九
七
八
年
に
北
星
学
園

大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
で
教
員

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
以
来
勤
め

て
三
十
四
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の

間
大
学
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
私
が
勤
め
た
こ
ろ
は
、
文
学

部
に
英
文
学
科
、
社
会
福
祉
学
科

の
二
学
科
、
経
済
学
部
に
経
済
学

科
一
学
科
の
構
成
で
学
生
数
も
約

千
七
百
人
で
し
た
が
、
社
会
の
要

請
に
応
え
、
経
済
学
部
に
経
営
情

報
学
科
、
経
済
法
学
科
を
新
設
し
、

文
学
部
の
社
会
福
祉
学
科
を
ベ
ー

ス
に
福
祉
計
画
学
科
、
福
祉
臨
床

学
科
、
福
祉
心
理
学
科
の
三
学
科

を
持
つ
社
会
福
祉
学
部
を
設
置

し
、
ま
た
、
文
学
部
に
心
理
・
応

用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を

設
置
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

女
子
短
期
大
学
を
北
星
学
園
大
学

短
期
大
学
部
（
男
女
共
学
）
に
校

名
変
更
し
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

転
し
、
文
学
部
、
経
済
学
部
、
社

会
福
祉
学
部
の
四
学
部
十
学
科
の

構
成
と
な
り
、
大
学
院
と
し
て
各

学
部
を
基
礎
と
し
て
社
会
福
祉
研

究
科
、
文
学
研
究
科
、
経
済
学
研

究
科
の
三
研
究
科
を
設
置
し
学
生

数
も
約
四
千
五
百
人
と
規
模
、
内

容
と
も
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

大
学
に
勤
め
た
当
初
は
ま
だ
教
員

と
し
て
は
一
年
生
の
新
米
で
講
義

の
準
備
に
随
分
時
間
が
か
か
り
ま

大
学
五
十
周
年
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
副
学
長
　
澤
田
　
　
裕

九
九
八
年
キ
タ
ラ
オ
ル
ガ
ン
・
セ

ミ
ナ
ー
で
小
林
英
之
氏
か
ら
、
ま

た
一
九
九
八
年
―
一
九
九
九
年
、

パ
ス
カ
ル
・
マ
ル
ソ
ー
氏
か
ら
指

導
を
受
け
る
。
キ
タ
ラ
オ
ル
ガ

ン
・
セ
ミ
ナ
ー
終
了
コ
ン
サ
ー
ト
、

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
札
幌
オ
ル

ガ
ン
研
究
会
主
催
「
オ
ル
ガ
ン
仲

間
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
出
演
。

　
現
在
、
北
星
学
園
大
学
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
野

幌
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
。
北
星
学

園
大
学
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
養
成
講
座

講
師
。
ピ
ア
ノ
教
師
。

　
式
典
終
了
後
、
本
学
チ
ャ
ペ
ル

専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
よ
る
新
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
お
披
露
目
演
奏

会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
新
た
な
音

色
を
心
で
、
身
体
で
、
お
楽
し
み

い
た
だ
き
、
や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
と

き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
十
月
十
三
日
（
土
）

　
　
　
午
後
三
時
予
定

　
　
　
北
星
学
園
大
学
チ
ャ
ペ
ル

︿
出
演
者
﹀

　
米 

本 

悦 

子
（
本
学
チ
ャ
ペ
ル

　
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）

︿
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹀

　
青
森
明
の
星
短
期
大
学
音
楽
科

（
ピ
ア
ノ
専
攻
）
を
卒
業
、
同
音

楽
専
攻
科
を
修
了
。
ピ
ア
ノ
教
師

を
し
な
が
ら
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

を
学
び
、
月
岡
正
暁
氏
、
富
田
節

子
氏
に
師
事
。
一
九
九
七
年
―
一

新
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

　
お
披
露
目
演
奏
会
に
つ
い
て

大
学
開
学
五
十
周
年
記
念
事
業

二
か
所
、
函
館
市
に
は
一
か
所
、

旭
川
市
に
も
一
か
所
の
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
を
納
品
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
全
国
各
地
に
五
十
以
上
の
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
制
作
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
制
作
が
続
い
て
い
る
新

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
報
告
し
ま

す
。
新
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
ド
イ

ツ
で
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
制
作
の
修

業
を
積
ま
れ
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格

を
取
得
さ
れ
た
お
二
人
の
経
営
者

の
下
で
順
調
に
制
作
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
北
海
道
で
は
札
幌
市
に

新
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
制
作
状
況

フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
、
海
外
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
更
な
る

推
進
、
最
終
的
に
は
、
単
な
る
語

学
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
幅

広
い
教
養
を
基
に
国
内
外
の
文
化

を
理
解
し
た
上
で
種
々
の
困
難
な

課
題
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を
適

切
に
表
現
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
を
育
成
し
て
い
き
た
い
で
す
。

学
校
法
人
北
星
学
園

 

土
橋
信
男
理
事
長 

学
園
葬

1936（昭和11）年3月　中国奉天市（現瀋陽市）生まれ
1946（昭和21）年7月　小学校3年生の時、山梨県に引き揚げ
1957（昭和32）年3月　山梨県立市川高等学校卒業
1961（昭和36）年3月　国際基督教大学　卒業
1964（昭和39）年3月　国際基督教大学大学院修士課程修了
1974（昭和49）年3月　米国シラキュース大学大学院博士課程修了（高等教育行政学）
1975（昭和50）年4月　北星学園大学文学部助教授
1980（昭和55）年4月　北星学園大学文学部教授

1993（平成 5）年4月～2000（平成12）年3月　北星学園大学学長（7年間）
2001（平成13）年4月～2002（平成14）年6月　札幌市教育長（1年2ヵ月間）
2003（平成15）年4月～2012（平成24）年3月　学校法人桜美林学園理事（9年間）
2003（平成15）年4月～2011（平成23）年3月　函館大学教授（8年間）
2004（平成16）年4月～2011（平成23）年3月　桜美林大学大学院招聘教授（7年間）
2004（平成16）年4月～2011（平成23）年3月　国立大学法人小樽商科大学監事（7年間）
2011（平成23）年4月　学校法人北星学園理事長
2000（平成12）年11月　文部大臣から「社会教育功労賞」を受賞

【 土橋信男理事長の略歴 】

学
校
法
人
北
星
学
園
理
事
長

元
北
星
学
園
大
学
学
長

�

土
橋
信
男
先
生

　

去
る　
七
月
七
日　
午
後
二
時
十
一
分　
七
十
六
歳
を
も
っ

て
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は　

学
園
葬
を
左
記
の
と
お
り
執
り
行
い

ま
す
の
で
ご
出
席
を
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
（
召
天
告
別
式
は
去
る
七
月
八
日
に
終
了
し
ま
し
た
）

記

一
、
日
時
　
二
〇
一
二
年
八
月
十
九
日
（
日
）

�

午
後
三
時
か
ら

二
、
場
所
　
北
星
学
園
大
学
講
堂

　
　
　
　
　
　
札
幌
市
厚
別
区
大
谷
地
西
二
丁
目
三
番
一
号

　
な
お
平
服
に
て
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
誠
に
勝
手
な
が
ら
、ご
供
花
ご
供
物
の
儀
は
固
く
ご
辞
退
申
し
あ
げ
ま
す
。

学
園
葬
の
ご
案
内

1986年　教育原理の授業



（ 3 ）第66号 大 谷 地 だ よ り 2 0 1 2 年 8 月 15 日

　前号（65号）にご紹介しました開学50周年を記念して、大学の誕生から現在ま
での歩みを振り返る「50年史」と「写真集」が刊行されることになりました。現在、「大
学50年史編集委員会」によりその作業が進められています。『写真集　北星学園大
学50年』は、今秋10月の記念式典に合わせて刊行される予定です。
　大学が保存していた写真だけではなく、卒業生など、学内外の関係者から寄
せられた貴重な写真ばかりが多数集まりました。開学₂年目に火災に見舞われ、
1964年₁月に大谷地に移転。仮校舎から出発し、卒業生とともに大きくなった大
学・・・。懐かしの学舎や授業風景など、選りすぐりの写真で歴史を綴ります。
どうぞお楽しみにしてください。祝賀会当日、懐かしい写真を見ながら北星の歴
史を語り合いましょう。
　一足先に、普段あまり使用されない思い出の写真をご覧いただきます。まだまだ、
ご提供いただける大学、女子短期大学、短期大学部など北星にゆかりのある写真
がありましたらお知らせください。

1963年12月、火災後の校舎前に立つ
鷲山文学部長たち。

1962年、開学当初の大学正門。
これは南5条校地（現女子中学高等学校の校地）。

1973年の生協購買部。 1977年の校舎全景。緑が茂っているのは大谷地神社

中央は同窓会誌創刊号（1966）、右は第2号
（1967）、左は同窓会だより創刊号（1975）

1981年、生協食堂内にあった喫茶部
レインボー入口。

『北星学園大学50年史』
� 刊行に向けて

『写真集 北星学園大学50年』
� の紹介

　大学開学50周年記念事業の一環として、北星学園大学開学以来の「年史」を刊
行することになりました。現在、50年史編集委員会は、刊行に向けて準備を進め
ているところです。
　本学では開学20周年の際に記念誌を刊行していますが、今回は、「大学が誕生し
てから現在までの歩みを総合的に振り返り、建学の理念を検証しつつ成果と問題
点を総括し、大学の今後のあり方を考える起点としたい」との基本方針を立て、
時間を要しても大学の歴史的出来事を詳らかにしようと考えています。
　委員会で基本方針、編纂の態様、執筆者を確定してから、資料収集に取り掛かっ
たのが2011年₃月のこと。2013年₃月を刊行目途として、昨年度中には執筆者全
員に資料をお渡しする予定でしたが、執筆依頼後、１年を経過しようというのに、
大半の執筆者の先生方には資料をお届けできていない現状です。そのため刊行日
程は大幅に延期となりそうです。
　2012年は、北星学園の創基125周年、北星学園大学と北星学園大学附属高校が
50周年となります。プロローグとしての北星学園史概略では、サラ・Ｃ・スミス
の女学校創設（1887年）からの足跡と北星学園の「建学の精神」が示され、スミ
スの教育と宣教の精神を受け継ぐアリス・Ｍ・モンクによる学校改革が後に北星
学園の高等教育への礎となり、大学に先駆けて1951年には、女子短期大学開設、
1962年の大学開学へと続くことが紹介されます。
　「北星学園大学50年史」本編の構成はつぎのとおりですが、これらの執筆担当予
定者数は40名余りに上ります。

　1962年に₁学部（文学部）・₂学科（英文学科・社会福祉学科）の学生各50名、
専任教育職員16名で開学した北星学園大学の今日までの歩みが40名余りの執筆者
によって記されます。お届けできる日まで今しばらくお時間を頂きますように。

学
校
法
人
北
星
学
園

 

土
橋
信
男
理
事
長 

召
天

　
元
北
星
学
園
大
学
長
の
土
橋
信
男
先
生
が
二
〇
一
二

年
七
月
七
日
、
急
性
白
血
病
の
た
め
七
十
六
歳
を
も
っ

て
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
四
月
か
ら
、
土
橋
先
生
は
学
校
法
人
北
星
学
園

の
理
事
長
と
し
て
、
学
園
全
体
の
先
頭
に
立
ち
日
々
、

私
た
ち
の
お
手
本
と
な
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
土
橋
先
生
か
ら
は
同
窓
会
だ
よ
り
に
寄
稿
さ
れ
て
い

る
中
で
多
く
の
貴
重
な
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
二
〇
〇
〇
年
三
月
十
五
日
第
四
十
一
号
で

同
窓
生
に
あ
て
た
次
の
寄
稿
文
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

北
星
学
園
大
学
長
時
の
土
橋
先
生
の
お
言
葉
を
こ
こ
に

お
届
け
し
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

　
木
は
そ
の
実
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

　
　
　
　
　

︱ 

同
窓
生
こ
そ
が
大
学
の
証
し

�

北
星
学
園
大
学
長
　
　

�

　
土
橋
　
信
男
　

　
私
が
北
星
学
園
大
学
に
職
を
頂
い
た
の
は
一
九
七
五
年
。

　

最
初
の
十
七
年
は
、
先
ず
教
職
課
程
で
教
員
養
成
に

取
り
組
み
、
北
星
か
ら
優
れ
た
教
師
を
道
内
各
地
に

送
り
だ
す
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
最
初
の
十
一
年

間
は
教
職
課
程
の
専
任
教
員
は
私
一
人
で
し
た
の
で
、

教
育
原
理
と
い
う
一
年
次
で
履
修
す
る
基
礎
科
目
に

始
ま
り
、
道
徳
教
育
の
研
究
、
教
育
史
、
教
育
実
習
と
、

教
育
方
法
を
除
く
す
べ
て
の
教
職
科
目
を
担
当
し
ま

し
た
。
加
え
て
、
米
国
留
学
を
終
え
て
の
帰
国
で
し
た

の
で
、
英
語
も
担
当
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
必
修

の
英
語
を
担
当
し
、
ま
た
一
年
次
の
教
養
講
読
演
習
、

さ
ら
に
社
会
福
祉
学
科
が
人
手
不
足
と
の
こ
と
で
八

年
間
に
わ
た
り
社
会
福
祉
学
科
の
三
年
時
の
ゼ
ミ
と

卒
業
論
文
の
指
導
も
担
当
し
ま
し
た
。

　

大
学
内
の
委
員
会
と
し
て
最
初
に
担
当
し
た
の
は

国
際
交
流
委
員
会
（
当
時
は
ル
イ
ス
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ

ー
ク
大
学
等
提
携
委
員
会
）
で
し
た
。
そ
し
て
四
年
目

か
ら
は
委
員
長
を
引
き
受
け
、
以
後
十
四
年
間
委
員
長

を
引
き
受
け
ま
し
た
。
私
の
願
い
は
、
派
遣
留
学
生
を

何
と
か
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
北
星
に
留
学
生
を
受
け

入
れ
、
大
学
を
国
際
化
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

幸
い
に
し
て
、
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、
先
ず
ブ
エ
ナ
・

ビ
ス
タ
大
学
、
そ
し
て
ブ
レ
ズ
レ
ン
大
学
連
盟
、
さ
ら

に
大
連
外
国
語
学
院
と
の
連
携
に
よ
り
、
姉
妹
校
は
米

国
に
十
四
大
学
、
中
国
に
一
大
学
と
な
り
、
派
遣
留
学

生
と
北
星
で
受
け
入
れ
る
留
学
生
は
毎
年
二
十
五
名

か
ら
三
十
名
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
留
学

を
希
望
す
る
学
生
は
、
努
力
す
れ
ば
、
在
学
中
に
ほ
ぼ

確
実
に
留
学
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）

　

こ
う
し
て
、
思
い
も
掛
け
な
い
展
開
で
学
長
に
就
任

し
た
の
は
、
一
九
九
三
年
四
月
の
こ
と
で
し
た
。

　

在
任
中
多
く
の
人
達
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
。
部
局
長

（
学
部
長
、
教
務
部
長
、
宗
教
部
長
、
学
生
部
長
、
図

書
館
長
、
事
務
局
長
）
を
始
め
、
教
職
員
に
支
え
ら
れ

た
の
は
勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
学
生
諸
君
や
そ
の
父
母

に
も
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
精
神
的
に
最
も
支
え
て
下
さ
り
、
励
ま
し

て
下
さ
っ
た
の
は
会
長
、
副
会
長
、
役
員
を
始
め
、
同

窓
生
の
皆
さ
ん
で
し
た
。
本
部
の
み
な
ら
ず
、
各
支
部

で
の
集
い
は
本
当
に
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

道
内
各
地
で
地
の
塩
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
卒

業
生
を
訪
ね
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

道
内
支
部
の
み
な
ら
ず
、
東
京
支
部
の
皆
さ
ん
と
も

一
回
で
し
た
が
多
く
の
方
が
集
ま
っ
て
下
さ
り
、
よ
い

交
わ
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
一
九
九
七
年
十
月
十
日
の
東
京
支
部
結
成
十

周
年
記
念
の
里
帰
り
大
学
来
訪
は
最
高
の
企
画
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
夜
の
定
山
渓
で
の
集
い
で
の
温

か
な
励
ま
し
は
、
二
期
目
の
学
長
職
を
継
続
す
る
意
志

を
固
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
程
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。

（
中
略
）

　

聖
書
に
『
木
は
そ
の
実
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
』（
ル

カ
に
よ
る
福
音
書
第
六
章
四
十
四
節
）
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
大
学
を
木
で
例
え
れ
ば
、
そ
の
良
さ
は
そ

の
実
で
あ
る
卒
業
生
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
の
で
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、卒
業
生
こ
そ
が
大
学
の
証
し
な
の
で
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、
世
界
中
の
ど
ん
な
所
で
、
ど

ん
な
職
業
、
ど
ん
な
役
割
、
ど
ん
な
立
場
に
あ
っ
て
も
、

地
の
塩
と
し
て
の
仕
え
る
働
き
を
し
て
頂
け
れ
ば
、
そ

の
結
果
は
や
が
て
輝
く
光
と
し
て
認
め
て
頂
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
大
学
の
証
し
で
あ

り
、
喜
び
な
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
働
き
の
上
に
限
り
な
い
神
様
の
恵
み
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
！

（
大
谷
地
だ
よ
り　

二
〇
〇
〇
年
三
月
十
五
日　

第
四
十
一
号
よ
り
）

第１部「大学開学50年通史」
　第１章　大学開設準備と開学〔1961年〜1967年〕
　　　　　—　団塊の世代への対応と大学の量的拡大の時代　—
　第２章　大学紛争と大学改革の試み〔1968年〜1977年〕
　　　　　—　大学進学者の急増による軋轢の時代　—
　第３章　定員拡大と教育・研究の質的充実への志向〔1978年〜1986年〕
　　　　　—　質的充実路線への転換、地域間不均衡の是正、
                     大学進学率停滞の時代　—
　第４章　学部学科増設と大学院設置〔1987年〜2002年〕
　　　　　—　第₂次ベビーブームへの対応と臨時定員増、
                     18歳人口減少への対応と設置基準　—
　第５章　新しい大学運営体制の構築〔2003年〜〕
　　　　　—　大学進学率の上昇・大学全入時代　—

第２部「各部門の歴史」（全₈章）
　　　　　 大学院₃研究科と₄学部・10学科、共通部門、言語部門、教職課程

第３部「各機関の運営と役割」（全10章）
　　　　　 「図書館」とスミス・ミッションセンターをはじめ₉つのセンター

第４部「管理運営組織と外郭団体」（全₆章）
　　　　　 自治会・サークル活動、事務局体制、同窓会、後援会、生活協同組合、附属高校
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学
び
舎
の
変
遷

　
一
九
六
二
年
四
月
に
女
子
中
学

高
校
旧
校
舎
の
一
部
を
使
用
。
南

五
条
校
地
仮
校
舎
を
も
っ
て
北
星

学
園
大
学
は
開
学
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
翌
年
の
一
九
六
三
年
十
二

月
四
日
に
女
子
中
高
校
の
二
階
ア

ト
リ
エ
か
ら
出
火
し
、
三
階
の
図

書
室
を
焼
き
、
天
井
を
伝
わ
っ
て
、

大
学
の
研
究
室
、演
習
室
、実
験
室
、

二
階
の
教
室
等
を
焼
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
大
学
の
校
舎
移
転
が
提

案
さ
れ
、
大
谷
地
の
農
地
に
校
舎

を
建
て
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

当
初
は
プ
レ
ハ
ブ
を
建
て
、
一
九

六
四
年
一
月
二
十
四
日
に
は
、
ほ

ぼ
休
講
す
る
こ
と
な
く
講
義
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
六
四
年
五

月
に
大
学
校
舎
第
一
期
工
事
が
着

工
さ
れ
て
、
北
米
ミ
ズ
リ
ー
州
セ

ン
ト
ル
イ
ス
の
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
・

グ
ロ
ウ
ブ
ズ
長
老
教
会
の
十
万
ド

ル
の
寄
付
に
よ
っ
て
礼
拝
堂
と
図

書
館
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ー
ド

の
援
助
で
本
校
舎
と
体
育
館
と
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ャ

ペ
ル
の
た
め
に
ド
イ
ツ
に
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
を
注
文
す
る
計
画
が
た

て
ら
れ
て
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ボ

ル
チ
モ
ア
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
リ
ッ

ジ
長
老
派
教
会
連
合
の
援
助
等
に

よ
り
チ
ャ
ペ
ル
に
組
み
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
一
九
七
八
年
に
は
文
学

部
学
生
定
員
増
の
申
請
に
合
わ
せ

て
、
二
号
館
・
三
号
館
と
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
九
八
一
年
に

は
経
済
学
部
学
生
定
員
増
の
申
請

あ
わ
せ
て
、
新
図
書
館
と
小
体
育

館
の
新
築
、
旧
図
書
館
の
研
究
室

や
演
習
室
等
へ
の
改
装
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
少
し
戻
り
ま
す
が
一
九
七
一
年

に
は
大
学
会
館
が
建
て
ら
れ
て
、

一
階
に
生
協
食
堂
・
購
買
・
喫
茶

が
あ
り
、
二
階
に
は
学
生
集
会
室

な
ど
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
一
九

八
五
年
に
将
来
的
な
学
生
の
増
加

や
建
物
の
老
朽
化
や
食
堂
の
混
雑

ぶ
り
等
か
ら
一
階
に
生
協
購
買
、

二
階
に
学
生
ホ
ー
ル
、
三
階
に
生

協
食
堂
を
入
れ
た
新
大
学
会
館
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
九
六
〇
年
に
学
寮
と
し
て

暁ぎ
ょ
う
ふ
う
り
ょ
う

風
寮
が
本
学
の
教
育
理
念
に

基
づ
く
人
格
の
陶
冶
を
共
同
生

活
の
中
で
具
現
化
す
る
こ
と
を

理
想
と
し
つ
つ
、
一
方
に
お
い

て
男
子
地
方
出
身
者
の
た
め
に

廉
価
な
住
居
を
提
供
す
る
と
い

う
二
つ
の
柱
を
基
礎
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
八

五
年
に
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
大
学
会

館
の
一
部
と
し
て
の
「
合
宿
・

集
会
室
」
に
変
身
し
、
九
室
の

宿
泊
室
、
洋
室
の
研
修
室
、

男
女
別
の
浴
室
等
へ
と
改
装
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

二
〇
〇
五
年
四
月
下
旬
に
は
旧

暁
風
寮
を
母
体
と
す
る
合
宿
集

会
所
は
解
体
、
新
築
さ
れ
て
四

階
建
て
の
「k

irari

」
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
、
三
〜
四
階
に

は
交
流
教
員
・
受
入
留
学
生
の

長
期
滞
在
宿
泊
施
設
と
し
て
の

機
能
が
加
わ
り
設
備
も
充
実
し

た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

1963（昭和38）年 12月4日　
大学仮校舎類焼

1964（昭和39）年 5月　大学校舎第1期着工

現在の図書館棟とサークル活動用に取りつけられた照明

1965（昭和40）年 1月27日　
ウエブスター・グロウブズ・ホール献堂式

図書館部分の外観

1965（昭和40）年 4月　
ウエブスター・グロウブズ・ホールと本校舎

暁
風
寮
と
北
星
キ
ャ
ン
パ
ス

　
寮
　
歌
　
　               

作
　
詞
／
阿
部
英
治
氏
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　         

作
　
曲
／
北
星
学
園
男
子
高
校
・
応
援
歌
　
転
用

暁風寮

こ
こ
は
札
幌
の

　
　
　
　
大
谷
地
の
在
か

大
谷
地
の
在
な
ら

　
　
　
　
大
学
は
北
星
大
学

北
星
の
学
生
さ
ん
よ

　
　
　
度
胸
一
つ
の
心
意
気

度
胸
一
つ
で
大
谷
地
の
在
を

　
流
し
て
行
き
ま
す
学
生
姿

学
生
姿
は
大
谷
地
の
空そ

ら

ち地

　
ぼ
ろ
は
ま
と
え
ど
心
は
錦

　
ぼ
ろ
は
ま
と
え
ど
心
は
錦

一二

1962（昭和37）年 4月　開学当時の南5条校地仮校舎開学当時の大学正門

図書館部の閲覧室現在のチャペル・Ｂ館・Ａ館

昭和の頃の大学全景
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今
昔
入
学
式
卒
業
式

　
一
九
六
二
年
に
行
わ
れ
た
北
星

学
園
大
学
の
第
一
回
入
学
式
は
、

北
星
女
子
中
高
校
旧
校
舎
の
講
堂

で
行
わ
れ
、
入
学
生
百
名
弱
、
編

入
学
生
三
十
名
弱
の
計
百
三
十
名

弱
で
し
た
。
校
舎
が
大
谷
地
へ
と

移
り
チ
ャ
ペ
ル
が
建
設
さ
れ
る
と
、

入
学
式
も
卒
業
式
も
と
も
に
チ
ャ

ペ
ル
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
時
は
移
り
学
生
数
が
第
一

回
入
学
式
の
時
か
ら
、
お
よ
そ
八

倍
の
一
一
〇
〇
余
名
と
な
っ
た
現

在
で
は
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル
（
元

北
海
道
厚
生
年
金
会
館
）
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
九
六
四
年
に
行
わ
れ
た
仮
校

舎
で
の
北
星
学
園
大
学
第
一
回
卒

業
式
で
は
、
手
島
学
長
か
ら
直
接

卒
業
証
書
を
手
渡
し
さ
れ
る
形
で

し
た
。
そ
し
て
、
当
時

は
卒
業
生
一
同
が
教
員

と
と
も
に
記
念
撮
影
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
入
学
式
と
同

じ
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル

で
卒
業
式
も
行
い
、
学

生
一
人
ひ
と
り
に
手
渡

し
さ
れ
て
い
た
卒
業
証

書
は
会
場
入
り
口
の
受

付
で
封
筒
に
入
れ
ら
れ

て
渡
さ
れ
る
形
に
な
り
、

全
体
で
の
記
念
撮
影
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
少

し
寂
し
い
で
す
。
人
は

少
な
く
て
も
一
人
ひ
と
り
が
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
、
全
員
で
記
念

撮
影
が
出
来
る
と
い
う
の
も
良
い

も
の
で
し
た
。

　
今
で
も
、
前
期
末
卒
業
生
は

チ
ャ
ペ
ル
で
の
卒
業
式
を
行
っ
て

　

授
業
風
景

　
現
在
の
在
学
生
の
講
義
風
景
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
北
星
学
園

大
学
・
短
期
大
学
部
の
学
部
・
学

科
数
は
、
文
学
部
二
学
科
、
経
済

学
部
三
学
科
、
社
会
福
祉
学
部
三

学
科
、
短
期
大
学
部
二
学
科
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
も
昔
も
学
生

た
ち
は
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
、
と
き
に
は
学
生
間
で

の
意
見
交
換
を
活
発
に
行
い
、
と

き
に
は
教
員
の
言
葉
に
耳
を
傾
け

ノ
ー
ト
を
取
る
姿
と
い
う
も
の
は

変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

講
義
の
形
態
も
様
々
に
増
え
、
学

内
と
い
う
枠
を
飛
び
越
え
て
学
外

施
設
等
に
お
い
て
演
習
ま
た
は
多

種
多
様
な
実
習
を
通
じ
て
自
然
や

地
域
の
人
々
、
ま
た
は
子
供
た
ち

か
ら
も
学
ぶ
機
会
が
今
も
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
様
々
あ
る
学
科
が

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
講

義
も
数
多
く
あ
り
、
学
生
た
ち
は

そ
の
数
あ
る
中
か
ら
い
く
つ
か
の

講
義
を
選
び
、
将
来
の
自
分
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
写
真
か
ら
学

生
た
ち
の
意
欲
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。
講
義
で
得
た
知

識
を
実
習
を
通
し
て
応
用
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
知
り
、
ま
た
自
ら

が
工
夫
を
凝
ら
し
て
再
度
挑
戦
す

る
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
の
中
で
学

生
た
ち
は
成
長
し
て
い
ま
す
。

2012年現在

現在の入学式

2012年現在

1966（昭和41）年 文学部
第3回チャペル卒業式　
鷲山第三郎学長のことば

短期大学部・英文学科の講義

現在の図書館棟とサークル活動用に取りつけられた照明

1962（昭和37）年 4月21日　第1回入学式

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
写
真
に
触
れ
、
同
窓

会
員
の
皆
様
の
懐
か
し
い
当
時
の

姿
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

同左　手島寅雄学長による
卒業証書授与

心理・応用コミュニケーション学科の講義

経営情報学科の講義

福祉計画学科の講義

現在の北星学園大学
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北星学園大学　広報課内　開学50周年記念公開講座係　電話 891ー2731（代）

「今、私たちの世界を見つめる
           ─ 北の大地と星と希望と」
後援／北海道教育委員会・札幌市教育委員会

　大学開学50周年記念事業として「開学50周年記念公開講座」を

下記の日程で開催いたします。

※講師の都合により一部開講できない場合があります。ご了承ください。

第１回　9月28日（金）

講師として本学園理事長　土橋信男氏を予定しておりましたが7月7日（土）
午後2時11分、76歳をもって召天いたしました。
ここに謹んでお知らせ申し上げます。

開 講 日：10月15日（月）より
申込期間：8月31日（金）～9月18日（火）
申込方法：講義内容や日程等をホームページ（http://www.open.hokusei.ac.jp/）で
　　　　　ご確認の上、ウェブサイトからお申込みください。ホームページをご覧いただ
　　　　　 けない場合は、案内書をお電話にてご請求ください。無料で送付いたします。
広報課（エクステンションセンター）　　
電話：（代表）011－891－2731　平日　8：45－17：00（11：30－12：30を除く）

　　　　　　　　　　　　　　  土曜・日曜・祝日　休み
　　　　　　　　　　　　※同窓生には受講料割引制度が適用されます。（一部除外の講座あります。）
　　　　　　　　　　　　※前期から継続している語学系講座では、一部空きが少ないクラスがあります。

■ 後期募集講座一覧 下記一覧の内容につきましては、変更の可能性があります。

演題：星の世界を眺め、星を見つめる－札幌市青少年科学館への招待
講師：札幌市青少年科学館　廣鰭　力 氏（学芸課天文係長）
場所：札幌市青少年科学館（プラネタリウム）

演題：世界の中の北海道－そのマス・メディアの将来像
講師：菊地　寛 氏（放送作家、元･北星学園大学教授）
場所：北星学園大学

演題：地方再生の星とならん－市長の挑戦
講師：鈴木直道 氏（夕張市長）
場所：北星学園大学

演題：己の車を星に繋いだ人々－Ｓ.Ｃ.スミス・新渡戸稲造・河井道
講師：大山綱夫 氏（元･恵泉女学園短期大学学長、元･北星学園女子短期大学教授）
場所：北星学園大学

演題：北海道の食の未来を考える－ワインづくりの立場から
講師：中澤一行 氏・中澤由紀子 氏 （岩見沢市栗沢町ワイン用ぶどう農園主）
場所：北星学園大学 

講座NO 講　座　名 講　　　師 開　講　日 時間帯 回数 受講料
(卒業生割引料金）

語 学

100111 はじめての英会話 エドワード　ファロー 10月18日(木) 16:30-18:00

全15回 ¥22,500 (¥18,800)

100121

英会話入門

クリストファー　サイモンズ 10月17日(水) 19:00-20:30

100123 デーン　ハンプトン 10月20日(土) 10:30-12:00

100124 ハリー　チャドウィック 10月20日(土) 13:00-14:30

100143
英会話中級Ⅰ

ハリー　チャドウィック 10月20日(土) 10:30-12:00

100144 ジェラルド　ペトラッシュ 10月20日(土) 13:00-14:30

100151
英会話中級Ⅱ

スチュワート　ウォーカー 10月16日(火) 19:00-20:30

100153 デビッド　アンダーソン 10月20日(土) 10:30-12:00

100171 英会話上級　1 ティモシー　ホイット 10月16日(火) 19:00-20:30

100172 英会話上級　2 スティーブン　バロー 10月20日(土) 13:00-14:30

130211 Travel English Plus エドワード　ファロー 10月18日(木) 19:00-20:30

140800 Study and Test Skills
(英検準1級／高レベルTOEFLなど） ブライアン　バーンズ 10月20日(土) 10:30-12:00

144010 シニアのための再チャレンジ英会話 山岡　ゆう 10月20日(土) 13:00-14:30 全 8 回 ¥12,000 (¥10,000)

144022 フレーズで覚えるやさしい英会話 山岡　ゆう 10月23日(火) 18:00-19:30 全11回 ¥16,500 (¥13,700)

144100 You Tube® English Class ブライアン　バーンズ 10月20日(土) 13:00-14:30 全15回 ¥22,500 (¥18,800)

150101 今日からの英会話　Ⅰ ジェラルド　ペトラッシュ 10月20日(土) 10:30-12:00 全 7 回 ¥10,500 (¥  8,700)

150102 今日からの英会話　Ⅱ ジェラルド　ペトラッシュ 1月12日(土) 10:30-12:00 全 7 回 ¥10,500 (¥  8,700)

150201 日常生活の英会話　Ⅰ アラン　ボゼア 10月18日(木) 19:00-20:30 全 7 回 ¥10,500 (¥  8,700)

150202 日常生活の英会話　Ⅱ アラン　ボゼア 12月 ６ 日(木) 19:00-20:30 全 7 回 ¥10,500 (¥  8,700)

150301 駆け込みの旅行英会話 デビッド　アンダーソン 10月20日(土) 13:00-14:30 全 7 回 ¥10,500 (¥  8,700)

151101 英語で楽しむ絵本の世界
-Curious George- デビッド　アンダーソン 1月12日(土) 13:00-14:30 全 7 回 ¥10,500 (¥  8,700)

110131 ドイツ語初級 ダニエル　アーノルド 10月18日(木) 19:00-20:30

全15回 ¥22,500 (¥18,800)

110151 ドイツ語中級 ゲーザ　オルデハーフェル 10月16日(火) 19:00-20:30

110321 中国語入門 曹　　秀梅 10月17日(水) 19:00-20:30

110331 中国語初級 曹　　秀梅 10月16日(火) 19:00-20:30

110381 実用中国語 ヤン　アンナ 10月18日(木) 19:00-20:30

110420 ハングル入門 井上　敦子 10月16日(火) 19:00-20:30

110430 ハングル初級 井上　敦子 10月18日(木) 19:00-20:30

110455 ハングル中級Ⅰ イ　ボン 10月16日(火) 19:00-20:30

110460 ハングル中級Ⅱ イ　ボン 10月18日(木) 19:00-20:30

110471 ハングル上級 チョン　ヨンジュ 10月16日(火) 19:00-20:30

110481 ハングル上級・応用編 チョン　クワンジャ 10月20日(土) 13:30-15:00

111457 ソウル旅行韓国語会話　２ パク　チョンショク 10月17日(水) 19:00-20:30

111469 文法から考える韓国語　２ パク　チョンショク 10月15日(月) 19:00-20:30

110633 ラテン語入門　Ⅱ 足立　清人 10月17日(水) 18:30-20:00 ¥15,000 (¥15,000)

資 格 取 得

211302 Word 2010 スペシャリスト 富士通マイゼミナール講師 10月16日(火） 19:00-21:00 全10回 ¥40,400 (¥38,400)

211402 Excel 2010 スペシャリスト 富士通マイゼミナール講師 11月13日(火） 19:00-21:00 全10回 ¥40,400 (¥38,400)

244000 北海道フードマイスター検定 青山プロダクション講師 10月17日(水) 18:00-21:00 全 6 回 ¥25,000 (¥22,000)

245800 ビジネス実務マナー検定2級 青山プロダクション講師 10月18日(木) 18:10-21:00 全 4 回 ¥17,000 (¥15,000)

251600 秘書検定2級 青山プロダクション講師 10月15日(月) 18:30-21:00 全 6 回 ¥19,000 (¥17,000)

252000 3級ＦＰ技能士資格対策 (株)シー・アシスト講師 10月29日(月) 18:30-20:30 全13回 ¥27,300 (¥26,500)

253000 色彩検定3級 44カ ラ ー ス ク ー ル 講 師 10月16日(火) 18:30-21:00 全 6 回 ¥19,000 (¥14,000)

253400 色彩検定2級 44カ ラ ー ス ク ー ル 講 師 10月16日(火) 18:30-21:00 全 6 回 ¥23,200 (¥19,000)

文 化 教 養

302900 コラージュ製作でアートセラピ
ーを体験しませんか？ 牧田　浩一 10月20日(土） 13:00-17:00 全 1 回 ¥ 3,500 (¥  3,500)

303100 コミュニケーション・トレーニング 鴨澤あかね 2月 2日(土） 9:00-16:45 全 4 回 ¥ 6,000 (¥  5,000)

301731 クリスマスのホームディスプレイ 川内　佳子 11月1日（木） 19:00-20:30 全 8 回 ¥12,000 (¥10,000)

311101 インテリア・建築CAD（キャド)演習 大坂　崇徳 10月16日(火) 19:00-20:30 全10回 ¥15,000 (¥12,500)

312910 カラーセラピー入門
～自己演出の色彩活用～ 東田　育子 10月17日(水) 19:00-20:30 全 6 回 ¥ 9,000 (¥  7,500)

323000 こんなに違う！
北海道と京都の暮らし 濱　　保久 10月22日(月) 19:00-20:30 全 5 回 ¥ 7,500 (¥  6,300)

340000 海の科学と気候変動 高橋　孝三 10月20日(土) 10:30-16:10 全12回 ¥18,000 (¥15,000)

350000 現代物理学を学ぶ(初級） 片山　敏之 10月16日(火) 18:00-19:30 全10回 ¥15,000 (¥12,500)

ビ ジ ネ ス
社 会 連 携

404131 インターネット入門 金子　大輔 10月16日(火) 19:00-20:30 全 4 回 ¥ 6,000 (¥  5,000)

404143 初めてのブログ入門 金子　大輔 11月13日(火) 19:00-20:30 全 4 回 ¥ 6,000 (¥  5,000)

404200 自分おこし、人おこし、地域お
こしの知恵袋 西脇　隆二　他8名 10月19日(金) 18:30-20:00 全 8 回 ¥10,000 (¥  8,000)

405203 経営政策の考え方 竹川　勝雄 11月 6日(火) 18:30-20:00 全 3 回 ¥ 2,000 (¥  2,000)

405600 セカンドステージの社会活動
－組織や社会の発展に貢献－ 竹川　勝雄 11月10日(土) 10:30-12:00 全 3 回 ¥ 2,000 (¥  2,000)

432200 eラーニングで学ぶ「はじめて
の心理学」－記憶と発達－ 中嶋　輝明 10月16日(火)

インターネットによ
る遠隔授業です。
都合のよい時間帯に
教材を閲覧します。

全 4 回 ¥ 1,000 (¥  1,000)
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ほか

　
去
る
六
月
六
日
、
大
学
チ
ャ
ペ

ル
に
お
い
て
、
名
誉
教
授
の
称
号

授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
、
長
年
、

勤
務
さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
前
学
長
の
金
井
新
二
先
生

と
元
社
会
福
祉
学
部
の
米
本
秀
仁

先
生
に
、
田
村
学
長
事
務
取
扱
か

ら
「
北
星
学
園
大
学
名
誉
教
授
」

の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
井
先
生
は
、
二
〇
〇
六
年
四

月
一
日
に
北
星
学
園
大
学
、
北
星

学
園
大
学
短
期
大
学
部
の
学
長
と

し
て
着
任
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
三

月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
長
就
任
と
同
時
に
文
学
部
の

教
授
を
併
任
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教

の
文
化
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
著

書
と
し
て
『
現
代
宗
教
へ
の
問

い
』、『
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
宗
教
理

論
』、『「
神
の
国
」
思
想
の
現
代

的
展
開
』
な
ど
を
執
筆
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
園
の
将
来
構
想
時
期
に

学
長
に
就
任
さ
れ
、
今
後
の
大
学
、

短
期
大
学
部
の
展
開
の
道
筋
作
り

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
本
先
生
は
、
一
九
八
一
年
九

月
一
日
に
北
星
学
園
大
学
に
専
任

講
師
と
し
て
着
任
、
二
〇
一
二
年

三
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
老
人
福
祉
論
、
社
会
福
祉
実
習

な
ど
を
主
な
研
究
分
野
と
さ
れ
、

大
学
の
授
業
科
目
で
は
、
高
齢
者

福
祉
研
究
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

論
、
老
人
福
祉
実
践
論
な
ど
を
担

当
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
生
部
長
、
図
書
館
長
、

福
祉
臨
床
学
科
長
、
教
務
部
長
、

高
大
連
携
推
進
委
員
長
を
お
務
め

に
な
り
、
三
十
年
間
に
亘
り
、
研

究
と
と
も
に
学
生
指
導
に
も
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

前 

学
　
　
　
　
長 

金
井 

新
二 

先
生

元 

社
会
福
祉
学
部 

米
本 

秀
仁 

先
生
に

　
― 

名
誉
教
授
の
称
号 

―
 金井新二先生（前列左から4人目）と米本秀仁先生（前列右から5人目）

金
井�

新
二��

先
生�

米
本�

秀
仁��

先
生�
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二
〇
一
二
年
三
月
一
日
〜

　
　
　
　 

六
月
三
十
日
報
告
分

【
剣
道
部
】

◆
厚
別
区
剣
道
連
盟
剣
道
祭

　
一
般
団
体
　
優
勝

　
一
般
個
人
　
清
川
　
貴
志
　
優
勝

◆
剣
道
段
別
予
選
会

　
男
子
三
段
の
部

　
　
外
崎
　
祥
吾
　
優
　
勝

　
女
子
初
段
の
部

　
　
吉
野
し
お
り
　
準
優
勝

【
ス
キ
ー
部
】

◆
第
八
十
三
回
宮
様
ス
キ
ー
大
会
国
際
競
技
会

　
モ
ー
グ
ル
種
目
　
斎
藤
　
竜
也

　
　
決
勝
一
位

　
　
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
二
位

◆
第
三
十
一
回
北
海
道
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
競
技

　
モ
ー
グ
ル
種
目
　
斎
藤
　
竜
也

　
　
決
勝
九
位
　
道
内
五
位

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆
第
三
十
四
回
全
北
海
道
学
生
競
技

ダ
ン
ス
後
期
新
人
戦
　

　
ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ

　
　
三
ツ
木
す
み
れ
　
第
一
位

　
ル
ン
バ
・
ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト

　
西
村
　
郁
亮
　
　
第
一
位

　
ワ
ル
ツ
・
ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ

　
　
吉
田
　
大
輔
　
　
第
一
位

【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
】

◆
第
十
七
回
旭
川
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
会

長
杯
争
奪
大
学
生
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

　
出
場

【
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
】

◆
第
七
回
北
海
道
カ
レ
ッ
ジ
・
フ
ッ
ト

サ
ル
・
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ
２
ｎ
ｄ

　
第
一
位

　
奥
村
　
優
人
　
得
点
王

◆
第
八
回
北
海
道
カ
レ
ッ
ジ
・
フ
ッ
ト

サ
ル
・
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ

　
第
一
位

【
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
部
】

◆W
in

te
r C

o
n
c
e
rt

開
催

【
Ｎ
Ｍ
Ａ
】

◆
冬
の
定
期
演
奏
会
　
開
催

【
サ
ウ
ン
ド
ガ
レ
ー
ジ
】

◆
各
種
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
　
開
催

【
吹
奏
楽
部
】

◆
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト
　
開
催

◆
大
学
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
出
演

【
写
真
部
】

◆
校
外
展
　
開
催

◆
学
生
合
同
写
真
展
Ｅ
Ｘ
10
　
出
展

【
演
劇
サ
ー
ク
ル
】

◆
微
笑
と
野
獣
　
発
表

【
卓
球
部
】

◆
第
十
一
回
札
幌
会
長
杯

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
鈴
木
　
杏
奈
　
第
二
位

◆
春
季
全
道
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
鈴
木
　
杏
奈
　
優
　
勝

◆
平
成
二
十
四
年
度
北
海
道
学
生
卓
球

連
盟
春
季
全
道
ラ
ン
キ
ン
グ

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
鈴
木
　
杏
奈
　
第
一
位

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆
第
二
十
四
回
北
海
道
綜
武
道
大
会 

　
一
般
補
技
乱
取
試
合

　
　
中
田
　
真
衣
　
準
優
勝

　
女
子
綜
合
乱
取
試
合

　
　
吉
藤
　
千
笑
　
優
　
勝

　
　
高
野
明
日
菜
　
準
優
勝

【
陸
上
競
技
部
】

◆
第
六
十
四
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会

　
男
子
５
０
０
０
ｍ

　
　
鈴
木
　
辰
彦
　
第
二
位

◆
第
六
十
回
千
葉
彦
右
ェ
門
顕
彰
中
長

距
離
競
走
大
会

　
男
子
高
校
一
般
５
０
０
０
ｍ

　
　
鈴
木
　
辰
彦
　
第
一
位

◆
第
二
十
五
回
春
一
番
伊
達
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
大
会

　
５
㎞
一
般
男
子
Ａ
（
40
才
未
満
）

　
　
鈴
木
　
辰
彦
　
第
一
位

　
　
菊
池
　
慶
祐
　
第
二
位

【
筝
曲
部
】

◆
藤
女
子
大
学
筝
曲
部
と
の
合
同
演
奏
会

　
開
催

【
羽
球
部
】

◆
第
六
十
一
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
佐
藤
・
出
口
　
ベ
ス
ト
８

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
春
季
リ
ー
グ
　
女
子
第
四
部

　
第
一
位

【
演
舞
同
好
会
】

◆
第
二
十
一
回y

o
s

a
k
o

i

ソ
ー
ラ
ン

祭
り

　
井
原
水
産
＆
北
星
学
園
大
学

　
　
フ
ァ
イ
ナ
ル
出
場
　
優
秀
賞

　
今
年
の
星
学
祭
は
第

五
十
一
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
前
年
度
同

様
に
、十
月
七
日
（
日
）・

八
日
（
月
・
祝
）
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
お
間

違
い
の
無
い
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
第
五
十
一
回
目
の
星

学
祭
は
、
例
年
ま
で
と

違
い
、
一
般
学
生
か
ら

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
案
を
募

集
し
決
定
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
決
定
し
て
は
お

り
ま
せ
ん
が
、
今
年
も

北
星
学
園
大
学
ら
し
い

も
の
に
な
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
も
例
年
同
様
、

研
究
発
表
会
や
模
擬
店

発
表
、
砂
金
掘
り
体
験

会
な
ど
を
出
展
す
る
予

定
で
す
。

　
二
〇
一
二
年
度
、
第

五
十
一
回
星
学
祭
に
同

窓
生
の
皆
様
、
地
域
住

民
の
方
を
お
誘

い
あ
わ
せ
の

上
、
こ
ぞ
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ご
自
身
の
学

生
時
代
を
思
い

起
こ
し
今
年
の

　
八
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
北

海
道
の
短
い
夏
に
も
終
わ
り

を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
今
号
は
大
学
開
学
五
十

周
年
を
記
念
し
ま
し
て
、
例

年
よ
り
も
紙
面
を
増
や
し
、

大
学
等
で
行
わ
れ
る
記
念
事

業
や
大
学
の
変
遷
に
つ
い
て

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
大
谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス

に
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
に
は
同
窓
会
が
発
足

五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現

在
、
そ
の
た
め
の
記
念
事
業

を
検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
様
々
な
催
し
物
や

グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
務
局
で
は
、
同

窓
生
の
動
向
に
つ
い
て
、
情

報
収
集
に
努
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
住
所
変
更
、
ご
慶
弔

等
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
同
窓
会
事
務
局
　
山
下
）

　
こ
の
度
は
、
北
星
学
園
大
学
の
同
窓

会
奨
励
生
に
内
定
し
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓

会
奨
励
生
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
精

進
し
て
参
り
た
い
所
存
で
す
。

　
奨
励
金
は
、
今
年
の
九
月
十
四
日
〜

十
六
日
に
愛
知
県
で
行
わ
れ
る
日
本
心

理
臨
床
学
会
の
三
十
一
回
大
会
秋
期
大

会
に
参
加
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
学

術
的
な
専
門
的
知
識
を
深
め
る
た
め
、

学
会
へ
の
参
加
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
在
継
続
し
て
活
動
し
て

い
る
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
を
中
心
に
、

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
勉
学
に

勤
し
み
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、
学

ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
に
関
す
る
テ
ー
マ

で
研
究
を
し
た
い
と
望
み
大
学
院
へ
進

学
し
た
た
め
、
ま
だ
詳
細
は
決
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
見
聞
を
広
め
ら
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
同
窓
会
奨
励
生
に
ご
選
出

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
員
に
な
れ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
大
学
と

の
関
わ
り
が
増
え
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

　
私
の
大
学
生
活
は
勉
学
、
部
活
動
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
と
て
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
特
に
部
活
動
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
の
部
長
を
務
め
て
お
り
、
部
活
動
で

出
来
た
一
生
の
仲
間
と
共
に
日
々
の
活

動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
部
長

に
就
任
し
て
大
学
職
員
の
方
や
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
と
の
交
流
が
増
え
、
部
活
動

の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
の
大
学
生
活
は

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
持
ち

続
け
、
残
り
の
大
学
生
活
を
有
意
義
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
は
就
職
活
動
に
力
を
注
ぐ
つ
も

り
で
す
。
北
星
で
学
ん
だ
英
語
や
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
学
ん
だ
接

客
の
経
験
を
活
か
し
、
様
々
な
分
野
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
同
窓
会
奨
励
生
と
し
て
内
定

し
た
と
の
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。
自
己

推
薦
文
を
通
し
、
日
々
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
へ
の
努
力
が
認
め
ら
れ
た
と
感

じ
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
自
己
推

薦
内
容
は
、
主
に
高
校
時
代
か
ら
続
け

て
い
る
演
劇
活
動
に
関
す
る
も
の
で
す
。

稽
古
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
授
業
と
、
ほ
と

ん
ど
休
み
な
く
過
ご
す
毎
日
で
す
が
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
ん
で
い

る
と
い
う
大
き
な
充
実
感
が
あ
る
の
で
、

時
間
を
や
り
く
り
し
な
が
ら
な
ん
と
か

乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
演
劇
活

動
に
は
力
を
入
れ
つ
つ
、
大
学
院
進
学

を
目
指
し
専
攻
し
て
い
る
心
理
学
の
復

習
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
抱
え
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
を
、

ひ
と
つ
ず
つ
、
丁
寧
に
こ
な
し
て
、
残

り
の
大
学
生
活
も
有
意
義
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
奨
励
生
と
し
て
選
出
し

て
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
大
学
院
で
臨
床
心
理
学
に

つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
勉
学
や
自
身
の

研
究
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で

勿
論
、
学
内
の
授
業
も
非
常
に
重
要
で

す
が
、
学
外
で
の
学
習
も
重
要
だ
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
学
会
や
研

究
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
自

分
の
知
識
や
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る

一
つ
の
方
法
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
実

際
に
多
く
の
現
場
を
自
分
自
身
で
感
じ

る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
回
頂
い
た
奨
励
金
は
学
会
や
研

究
会
な
ど
参
加
費
用
に
充
て
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
回
は

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

星
学
祭
を
学
生
と
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　同窓会から在学生への還元事業とし
て図書館への図書寄贈を毎年行ってい
ますが、今年度の寄贈図書の選考結果
がでましたので、お知らせいたします。
同窓会寄贈図書は、在学生へのアンケ
ートにより募ったリクエストを考慮し
た上で、在学生が読みたい図書、親し
みやすい図書となっています。
　今年度の寄贈図書（抜粋）は、次の
通りです。

・道化師が動いた
・三谷幸喜のありふれた生活 8巻、9巻
・奇跡の脳
・My Stroke of Insight
・とんぼの本　未所蔵分12冊
・放送大学教材　未所蔵分54冊
・放送大学大学院教材　未所蔵分1冊

・プロフェッショナル仕事の流儀　第4
   期、第5期
・パフェちっく！　DVDBOXⅠ＆Ⅱ
・IRIS BOXⅠ＆Ⅱ
・LOOSER
・ステキな金縛り
・笑の大学　舞台版
・HR　1〜4巻
・八日目の蝉
・ER緊急救命室　12〜15シーズン
・人間風車　2000年版
・SWEET7
・PAPER RUNNER
・デスパレートな妻たち
・僕たちは世界を変えることができない
・ハリーポッターと死の秘宝　PART2
・ハーバード白熱教室
・放射性廃棄物：終わらない悪夢　など

※北星学園大学図書館は、同窓生の方
にもご利用いただけます。ご利用の際
は、身分証明書と写真（3㎝×3㎝）を
お持ちになり、図書館カウンターへ直
接お越しください。当日より図書の貸
し出しを受けることが出来ます。詳し
い利用方法や開館日程は、ホームペー
ジ（http://library.hokusei.ac.jp）で
ご確認ください。ご不明な点は、お気
軽にカウンターでお尋ねください。

2011年度 同窓会
寄贈図書決定！

図　書

ＤＶＤ

※日程や会場は変更となる可能性がありますので、事前に詳細を本学ホームページにてご確認ください。

　
今
年
度
の
同
窓
会
奨
励
生
が
決
定
し

ま
し
た
。「
卒
業
後
も
同
窓
会
活
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
意
思
の
あ
る
大
学
短

大
部
二
年
次
以
上
の
学
生
、
大
学
院
生

で
、
学
内
外
を
問
わ
ず
に
様
々
な
分
野

で
努
力
し
、
活
躍
し
て
い
る
学
生
」
と

い
う
募
集
要
項
で
、
在
学
生
に
よ
る
自

己
推
薦
文
に
よ
っ
て
、
募
集
し
、
応
募

者
に
つ
い
て
幹
事
会
で
四
名
の
採
用
を

決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
採
用
さ
れ
た

奨
励
生
に
は
、
十
月
の
同
窓
会
懇
親
会

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
お
よ
び

教
職
員
に
紹
介
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
奨
励
生
へ
の
奨
励
金
授
与
式

と
合
わ
せ
、
過
去
の
奨
励
生
と
と
も
に

同
窓
生
の
集
い
を
七
月
十
九
日
に
開
催

し
ま
し
た
。
田
村
信
一
学
長
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
過
去
の
奨
励
生
も
参
加

し
、
先
輩
、
後
輩
の
間
で
和
や
か
に
懇

談
さ
れ
、
松
倉
千
春
会
長
か
ら
奨
励
金

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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奨
励
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学
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大
学
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臨
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定
し
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福
祉
心
理
学
科
　
三
年

　

　
　
　
　
　
　 

玉
置
　
陽
香

 

同
窓
会
奨
励
生
に
内
定
し
て

　
　
北
星
学
園
大
学
大
学
院
　
社
会
福
祉
学
研
究
科
　

　
　
臨
床
心
理
学
専
攻
　
修
士
課
程
　
一
年

　
　
　
　
　
　 

伊
藤
　
英
世

奨
励
生
か
ら
ひ
と
言

野谷祐佳さん（前列左から4人目）と伊藤英世さん（前列左から3人目）
河田歩実さん（前列右から1人目）と玉置陽香さん（前列右から2人目）


